　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(仕様書,　　　　　　)
１　受注者は、ホール・スタジオ・会議室・大広間・ギャラリーの音響映像設備等が常に正常に機能するよう保守点検業務を実施する。

２　業務の内容は、次のとおりとする。

⑴　本業務の保守対象設備は別表１、保守点検項目は別表２のとおりとする。

ただし、対象設備については改修等により増減する場合がある。

⑵　発注者は、受注者から故障等の連絡を受けたときは、直ちに正常に機能するよう適切な処置を行い、その結果を発注者に報告するものとする。

３　定期点検の実施時期は、原則次のとおりとする。
　　　　　　　一般点検（外観・機能点検）　　　　　　９　月

　　　　　　　精密点検（外観・機能点検＋特性測定）　２　月

４　業務上必要な軽微な補修については、受注者の負担において実施するものとする。ただし、電力料・水道料については発注者が負担するものとする。

５　業務を実施にあたっては、発注者と事前に協議し、業務の日時、作業方法等を決定するものとする。

６　委託契約約款第１２条第１項に定める委託業務実施報告書の提出期限は、業務が完了した日の翌日から起算して１０日目とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
７　発注者による検査完了期日（期限）は、業務が完了した日の翌日から起算して１９日目（ただし、実施報告書を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
８　保守点検作業の実施にあたっては、次の事項に十分留意すること。

　⑴　発注者の業務に支障のないように留意すること。

　⑵　備品、設備等を破損した場合は受注者の責任において原状復帰を行うこと。

　⑶　高所作業等危険を伴う作業の場合、必要な安全対策をとり安全に十分留意すること。

　⑷　増幅器の操作にあたっては、入力及び出力のインピーダンスの整合を正しく行うと共に、過大な入力による機器の破壊のないように十分留意すること。
　⑸　必要に応じて音場補正を行なうこと。

９　この仕様書に定めのない事項又は疑義が生じたときは、発注者と協議のうえ決定するものとする。 
